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こ

の

三

願
と
い

う
の

は
、

真

宗
の

根
本
所
依
の

経

典
と

い

わ

れ

る

大
無

量
寿
経
に

あ
る、

四

十
八

願
の

う
ち、

十
八
願

、

十
九
願、

二

十
願
と

い

う
意
味
で

あ
る

。

ま

た

転
入
と

い

う
の

は
、

転
捨
帰
入
の

略
で

、

自
分
の

そ

れ

ま
で

の

心
を

転
じ
て

捨
て

さ
り

新
し

い

悟
り
の

世
界
に

入
る

（
帰

入）

と

い

う
意
味
で

あ
る

。

す

な

わ
ち
、

三

願
転
入
と

は、

三

つ

の

願
を

経
て

最
終
的
な

悟
り

の

境
地
に

入
っ

た

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

親

鸞
は、

三

願
転
入
に

お

い

て

行
者
の

努
力
や

修
行
の

功
徳
で

も
っ

て

成
仏
す
る
こ

と

を

誓
わ
れ
た

十
九

願
か

ら
、

行
者
が

念
仏
を

励
み

そ
の

功

徳
に

よ
り

成
仏
す
る

こ

と

を

誓
わ

れ
た
二

十
願
に

転
入
し

、

ま

た

そ
こ

か

ら

行
者
が

思
い

は

か

る

こ

と

の

出
来
な
い

念
仏
の

不
思

議
な

功
徳
に

よ

り

成
仏
す
る

と

誓
わ
れ
た

十
八

願
に

転
入
す

る

こ

と

を
示
し
た
の

で

あ
る

。

　
C
・

ロ

ジ

ャ

ー

ス

は、

彼
の

出
世
作
で

あ

る
「

カ
ウ

ン

セ

リ

ン

グ
と

心

理

療
法
（
一

九
四
二
）
」

に

お

い

て、

カ

ウ

ン

セ

リ
ン

グ
の

過

程
を

大
き

く
三

つ

に

分
類
し

て

い

る
。

　
ま
ず
第
｝

の

過

程
は

「

感

情
の

解
放
」

で

あ
る

。

す

な
わ
ち、

ク

ラ

イ

エ

ン

ト
（
以

下、

吐

と

す
る）

の

感
情
を
解
放
す
る

こ

と

に

よ

り、

こ

こ

ろ

の

奥
底
に

潜
在
す

る

問
題
を
表

出
さ

せ

る
。

こ

の

こ

と

に

よ

り
d
は、

そ

れ

ま

で

抑
圧
さ
れ
て

い

た

感
情
か

ら

情
動
的
に

解
放
さ

れ
、

自
分

自
身

の

感
情
を

素
直
に

認
知

す
る

と

共
に

カ

タ
ル

シ

ス

（
心
の

浄
化）

へ

と

導

か

れ
る

。

　
こ

の

力

タ
ル

シ

ス

が

次
の

過
程
で

あ
る

「

自
己
洞
察
の

成
就
」

に

結
び

つ

く
の

で

あ
る

。

自
己
洞
察
は

、

カ

タ
ル

シ

ス

の

経
験
か

ら
離
れ

て

存
在

す
る
も
の

で

は

な
い

。

こ

の

自
己

洞
察
に

よ
り、

以

前
は

認
知
し
て

い

な

か

っ

た
新
し
い

関
連
性
に

気
づ

き、

自
己

受

容
が

可
能
と

な
り、

新
し
い

目
標
設
定
が

出

来
る

よ

う
に

な

る
。

そ

し

て
、

新
し
い

自
信
と

独
立
心
が

養
わ

れ

る
。

　

最
後
が

「

終

結
の

段

階
」

で

あ
る

。

乱

に

自
信
と

独
立

心
が

養
わ

れ

る

と
、

d
は

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ
を
終
え

た
い

と

望
む
と

と

も

に
、

同
時
に

支

え
を

失
う
こ

と

へ

の

不
安
を
も
つ
。

こ

の

両
価
性
を

己
は

、

は

っ

き

り

自

覚
し、

自
分
の

問
題
と

し
て

認
識
し
、

建
設
的
に

立
ち

向
い

自
己

決
定
す

る

こ

と
で

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ
は

終
結
す

る
。

　

人
の

心
の

悩
み

に

対
応
す
る

、

宗
教
的
ア
プ
ロ

ー

チ

と

心
理

的
ア

プ

ロ

ー

チ

に

お

け
る

心
の

変
化
過

程
は

、

い

つ
れ

も

大
き

く
三

つ

の

過

程
に

分

類
で

き
る

。

宗
教
的
ア

プ

ロ

ー
チ

の

過
程
は

、

経
典
に

み

ら
れ
る

三

願
の

中
に

お

い

て
、

如
何
な
る

功
徳
に

お

い

て

成
仏
す
る

か

が

重
要
な
課
題
で

あ
り

、

心
理
的
ア

プ
ロ

ー

チ

の

過

程
は、

砿

が

如
何
に

自
分
の

感

情
を

カ

タ

ル

シ

ス

に

導
き、

自
己

洞
察
し

、

自
立

す

る

か

が

重

要
な

課
題
で

あ

る
。

真
宗
信
者
の

宗
教
意
識
と

　

　

社
会
的
行
動
に

関
す
る

調
査

ウ

ー
ゴ
・

デ
ッ

セ

ィ

ー

　

真
宗
で

は

こ

れ

ま

で

倫
理
と

社
会
運
動
と

い

う
問
題
が

慎
重
に

扱
わ

れ

て

き

た
。

そ
の

主
な

理
由
は

、

創
始
者
親
鸞

二
一

七

三

ー
一

二

六

二
）

が
重

視
し
た
「

は

か

ら

い
」

と

い

う

教
義

、

つ

ま

り
自
分
の

打
算
を
捨
て

る

必
要
性
に

あ
る

。

親
鸞
は

、

人
間
は

「

は

か

ら

い
」

を
捨
て

「

他
力
」

と
い

う
阿
弥
陀
の

鋤
き

に

自
ら

を

任
せ

る
こ

と

が

で

き
る

と

考
え
、

「

自
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力
」

に

よ

る

善
行
が

「

信

心
」

と
い

う

中
心

的
宗
教
体
験
と

浄

土
「

往

生
」

の

障
害
に

な
る

と

主

張
し

た
。

し
か

し
、

親
鸞
は

道
徳
の

実
践
を
不

可

能
と

考
え
て

い

た
の

で

は

な
く、

む
し
ろ

道
徳
を
「

他
力
」

と

い

う
考

え
に

従
っ

て

慎
重
に

考
察
す
べ

き

と

見
て

い

た
。

　

真
宗
教
団
に

お

け
る

他
力
信
仰
と

社
会
行
動
の

問
の

問
題、

お

よ

び
真

宗
道
徳
の

特
性
を
確
認
す
る

た

め
、

本
稿
筆
者
は

二

〇

〇
八

年
に

日

本
の

こ

六

都
道
府
県
の

真
宗

信
者
四
〇
〇
人
に

対
し

、

調
査
を

実
施
し

た
。

回

答
者
の

ほ

と

ん

ど

は

本

願
寺
派
・

大
谷

派
に

属
す
る

門

徒
（

二

八

〇
人
）

と

僧
侶
（

＝
一
〇
人）

だ
が、

門
徒
の

平
均

的
態
度
が

明
ら
か

に

な

る

よ

う
に、

総
代
を
約
…

割
に

制
限
し

た
。

　
こ

の

調
査
の

目
的
は

二

つ

あ
る
。

ひ

と

つ

は

真
宗
信

者
の

道

徳
観
と

社

会
行
動
の

関
係
を
個
人
レ

ベ

ル

で

研
究
す
る

こ

と
。

も
う
ひ

と
つ

は

門
徒

の

道
徳
観
と

宗
教
意
識
と

の

関
連
性
を
確
か

め

る

こ

と
。

以
上
を

踏
ま

え

て
、

利
用
す
る

宗
教
意

識
の

指
標
を
ニ

グ
ル

ー

プ
に

分
け
た

。

　
（

1
）

第
一

の

グ
ル

ー
プ

に

は

真
宗
実
践

・

信
仰
に

関
連
す
る

項
目
が

含

ま

れ
る

。

つ

ま
り
帰
敬
式
を

受
け

る、

報
恩

講
に

よ

く
参
詣
す
る、

朝
夕

の

勤
行
を
よ

く
す
る、

法

話
を
よ

く
聞
く、

真
宗
聖

典
・

宗
教

書
を
よ
く

読
む、

念
仏
の

実
践
を
正
し
く
理

解
で

き

る

と

い

う
六

項
目
で

あ
る

。

　
（

2
）

第
二

の

グ
ル

ー

プ
に

は

「

神
祗
不
拝
」

（
神
々

の

崇
拝
の

拒
否）

と

関
係
し

て

い

る

項
目
が

含

ま
れ

る
。

つ

ま

り

神
棚
に

お

供
え

を
し

な

い
、

お

守
り
・

お

札
を

持
た
な

い
、

地
域
の

神
社
行

事
に

参
加
し

な
い
、

初
詣
で

を

し
な

い

と

い

う
四

項
口
で

あ
る

。

　

以
上
の

調
査
結
果
は
、

次
の

よ

う
に

ま

と

め

ら
れ
る

だ

ろ
う。

　

他
力
と

い

う
教
義
は

必
ず
し
も

信
者
の

道
徳
性
に

障
害
に

な

る

わ
け
で

は

な
い

よ

う
だ

。

個
人
レ

ベ

ル

で

は

善
行
へ

の

意

識
が
あ

り
、

真
宗
的
道

徳
の

特
性
を

表
す
要
素
が

見
ら

れ
る

。

全
体
的
に
、

「

心
の

平
安
」 、

つ

ま

り

宗
教
的
・

精
神
的
生

活
へ

の

傾
向
が

あ
る

が
、

そ

れ
は

社
会
活
動
へ

の

意
欲
・

参
加
に

乏
し
い

こ

と
を

意
味
す
る

の

で

は

な

い
。

だ

が
、

特
に

門

徒
の

場
合
は

政

治
的
に

中
立
の

活
動
に

参

加
す
る

傾
向
が

明
ら
か

で

あ

る
。

　

回
答
者
に

は

「

思
い

や

り
」

重

視
の

姿
勢
が

顕
著
だ
が

、

最
も

重
要
な

価
値

観
と

し
て

、

日

本
の

伝
統
的
価

値
観
で

あ

る
「

協
力
」

、

「

正

直
」 、

「

礼
儀
」 、

「

人
へ

の

尽
力
」

、

「

親
孝

行
」

を
選
ぶ

信
者
が

多
い

。

信
者
が

「

親
孝
行
」

を
選
ぶ

割
合
の

方
は、

全

国
平
均
と

比

較
す
る

と

低
い

。

日

本
の

伝
統
的
価
値
観
「

恩

返
し

」

と

重
な
る

「

報
恩
・

仏
恩
へ

の

報
謝
」

と
い

う

宗
教
的
価
値
観
は

よ

く
強
調
さ
れ
て

い

る
。

　

僧
侶
よ

り、

門
徒
の

方
が

権
威
主
義
的
価
値
観
を
重
視
す
る
が
、

全
国

平
均
と

比
べ

れ
ば、

そ
の

支
持
率
は

あ
る
程
度
低
く
な
る
傾
向
が

あ
る

。

そ
の

た
め、

真
宗

信
者
の

伝
統
的
傾
向
が

権
威
主

義
的
価
値
観
に
冖

致
す

る
と

は

言
い

が

た
い

。

だ
が

、

権
威
主
義
的
価
値
観
と

宗
教
意
識
に

は

関

連
性
が

見
ら

れ

る
。

　

真
宗
信
者
が

「

平
等
」

と

い

う
真
宗
的
及
び
近

代
的
価
値
観
を
重
視
す

る
様
子
は

あ
る

。

こ

の

概
念
は

念
仏

者
の

平
等
以

外
に、

お

そ

ら
く
他
の

社
会
問
題
に

当
て

は

ま
る

が
、

他
宗

教
の

信
者
の

宗
教

的
平

等
は

全
面
的

に

は

認
め
ら
れ

て

い

な
い

よ
う
で

あ
る

。

そ

れ
に

加
え
て、

宗
教

的
排
他

主
義
と

自
民
族
・

自
文
化
中
心
主
義
に

は

関
連
性
が

窺
え
る

。

　
ま

た
、

信
者
の

道
徳
観
念
は

も
う
一

つ

の

真
宗
的
及
び
近
代
的
価
値
観

に

よ

っ

て

特
徴
付
け

ら

れ

て

い

る
。

即
ち、

真
宗
教
団
で

は

「

非
暴
力
」

が
重

視
さ
れ、

そ

れ

が

平
和
と

死
刑
制
度
に

対
す

る

信
者
の

姿
勢
に

意
味

合
い

を

も

っ

よ
う
な
の

で

あ
る

。
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